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磯魯顧
産地(生産者･出荷者)･消費地(需要者)の大型化と情報化の進展
卸売市場での情報システムネットワーク技術の重要性は増大しつつあり,卸売市場内業者の連携や,生産者･需要者と卸売市場との連携に対

応する総合的な対策が求められている｡

農業は,国民生活に不可欠な食料品などを安定供給す

るという重要な役割を果たしている｡わが凶の農業と農

民を巡る状況は,経済の国際化,高度化,人口や産業の

都市への集中といった諸情勢の変化の中で,従事者の減

少や高度化の進行,山村等での過疎化など,近年大きく

変化している｡特に,1995年4fJからのウルグアイラウ

ンド農業合意により,わが国の農業は,新たな国際措置

の下で厳しい環境に置かれることとなった｡

このような中で,農業協同組合の統合化,経済農業協

同組合連合会･全国農業協同組合連合会の3階層組織の

2階層化への再編成など,経営の合理化が推進されて

いる｡

新食糧法の改定に伴い,量販店による米穀の取扱量の

増大など,新たな流通ルートの開拓が行われ,これによ

る中間流通が大きく変化しつつある｡また,野菜･果実

の海外輸入品の増加や,健康志向による有機栽培等に伴

う流通ルートの変化,小売業での量販店の大型化への対

応などに対し,流通の中核を担う卸売市場のいっそうの

効率化･合理化が求められている｡

卸売市場での情報化連携を推進するためには,統合的

な情報の提供･共有･活用が必要である｡そのため日立

製作所は,米穀卸売業界で制御系(精米生産)と情報系(基

幹業務)の間に原価管理機能を設け,販売から財務会計ま

でのトータルシステムを構築した｡これにより,制御系

システムと情報系システムとの連携が図れ,より精度の

高い原価管理を行うことができる｡
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1.はじめに

物流技術や情報技術の進展に伴い,農業製品を取り扱

う生鮮食品の流通経路は変化を余儀なくされている｡

生鮮食品や米穀品はそれぞれ卸売市場法,食糧管理法

によって保護,運営されてきたが,日米構造改革に見ら

れる国際化の波や,市場外流通の拡大などの流通チャネ

ルの多様化が進み,現状に合った流通への対応がこれま

で以上に求められている｡そのため,卸売市場では,情

報を活用した取引方式の対応や情報発信サービスの向上

により,卸売市場機能の回復を早急に推進する必要が

ある｡

ま7ご,米穀卸売業でも,新食糧法の施行(1995年11月),

PL(製造物責任)法の施行(1995年7月),労働者の不足,

消費者のニーズの変化など,米穀業界を取り巻く環境が

急速に変化,多様化している｡中規模精米工場を持つ企

業は全国で約750社あり,これらの会社でもこのような変

革への対応が必要となっている｡

ここでは,生鮮食品流通の中核となる卸売市場と,米

穀の流通の中核である米穀卸売業それぞれの情報化の仕

組みについて述べる｡

2.生鮮食品卸売市場における情報化

2.1卸売市場を取り巻く環境

卸売市場は,生鮮食品(水産物,青果物,食肉)や花き

を取り扱い,規模によって中央卸売市場,地方卸売市場,

規模未満卸売市場に大別される｡中央卸売市場は農林水

産省が管理･監督を行い,地方卸売市場以下は,都道府

県または市が管理･監督を行っている｡卸売市場では,

卸売市場整備基本方針を10年間を目標に策定し,5年ご

とに見直ししている｡現行の第6次卸売市場整備基本方

針は平成8年度に策定されており,この中で1青事馴ヒに関

する事項は以下のとおりとなっている｡

(1)全体的に情報受信センターとしての市場整備の方向

市場内企業業務システム,市場内企業連携システム,

産地と市場間の連携システムおよび市場と利用者間の連

携システムを相互に結合し,市場関係を中心にネットワ

ークを形成し,さらに,市場内の食品に関する総合的な

情報を発信,受信する基地となるような整備を図る｡

(2)個別アプローチとして,市場運営,企業経営の合理

化の観点から情報化を推進

多様な取り引きに対応し,これを核とした一連の取引

事務のペーパレス化,行政と企業間の各種手続き･報告
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書類の電子情報化,各企業間での情報の共有化によるコ

スト軽減,および関係者間ネットワークによる広域流通

の円i骨化･効率化の推進を図る｡

(3)情報ネットワーク整備にあたって,行政による基幹

部分を支援

2.2 卸売市場の概要

卸売市場は,産地からの集荷,売買参加者への分荷,

商品を評価し値決めする価格形成,および取引代金の決

済が本来の取引機能であり,これに情報発信機能が付加

されている｡これらが,複数の企業･団体である市場関

係者によって運営されている｡

卸売市場では,市場全体を管理運営する開設者と取り

引きを担う卸売業者,中間卸を担う仲卸業者,および生

鮮食品以外の商品の物販や市場生活の利便性のためのサ

ービスを担う関連事業者が｢市場内関係者+と位置づけ

られ,商品供給を行う出荷者,商品を取り引き(購入)す

る売買参加者,買い出し人が｢市場関係者+と位置づけ

され,これらの企業や個人事業者で構成している｡

2.3 情報化のあり方

卸売市場全体で情報化連携を推進するためには,市場

内関係者(入場業者と開設者)おのおのの企業業務の情報

化推進が必要不可欠であり,そのうえで,おのおのが保

有する情報を市場内の情報基盤で有機的に結合し,相互

に情報の提供･共有･活用を図ることにより,一貫した

卸売市場業務の効率化を図る｡

2.3.1市場内関係者の情報化

卸売業者,仲卸業者,関連事業者,開設者などの各企

業システムの情報化のあり方について以下に述べるQ

(1)卸売業者

卸売業者の取り引き･精算業務では,一とおりの情報

システム化がすでに個々の企業で推進されている｡今後

は,市場内関係者間での情報交換を推進するために必要

な取引データの効率的な作成と,情報交換に関連す‾る業

務システムの見直しを推進する必要がある｡

(2)仲卸業者

現状の各仲卸の情報化推進レベルは格差が大きい｡市

場内での情報のある一定レベルまでの向上を図るために

は,情報交換の受け入れ処理システムの統一化が効率的

な手段となる｡また,システムを構築するうえで経費の

低減を図るためには,共通システムを共同で開発,運用

することが必要であると考える｡

(3)関連事業者

関連事業者については,取引商品や営業内容が各企業
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によって異なるため,取引業務システムの共同開発は困

難である｡しかし,卸売市場利用者の利便性や各企業の

業務効率化の観点から,共通する精算業務を中心とした

情報システムを共同で開発し,運用することが必要であ

ると考える｡

(4)開設者

市場内で取り引きされる業務を統制し,事業所からの

許認可業務,報告書の回収,市場全体としての市況の公

開に迅速に効率よく対応するための情報化が必要であ

る｡また,市場経営の効率化･迅速化の観点から,場内

の監視,設備の検針から使用料の計算といった管理業務

などで,情報化による作業の効率化を図る必要がある｡

開設者システム

･申請･朝告などの許可･承認
･入荷状況･仕切り結果把握

･上記データの保管

盈

情報センター

共有データ
ベース

●市場全体の
データ管羊里

卸売市場内基幹LAN

2.3.2 卸売市場関係者間の情報連携のあり方

市場内関係者間･市場外関係者間の情報連携を強化

し,市場全体の運営の効率化と市場利用者へのサービス

の向上を推進する｡そのため,取引情報の電子化,開設

者許認可情報の電子化,公開情報の電子化などによる企

業間双方の情報の共同活用を推進する必要がある｡

卸売市場情事馴ヒの全体イメージを図1に示す｡

(1)市場内情報連携

申告や報告といった市場内関係者との書類のやり取り

の電子化を推進する｡そのほか,公共の機関として取り

引きの公平･公正･公開の原則に基づく各種情報の提供

を電子化することにより,より迅速に正確な情報を市場
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図l 卸売市場情報化の全体イメージ

生鮮食品卸売市場全体での情報化のイメージを各組織別に示す｡
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関係者に発信できる｡

(2)市場外情報連携

卸売市場を情報の発信基地としてとらえ,産地と売買

参加者との情報連携による取引業務の効率化を図り,情

報の活用によるサービス機能を強化し,さらに消費者に

対する生鮮品情報の提供を行う｡

3.米穀業界の情報化

米穀業界の流通は急速に変化し,専門小売商中心の取

り引きから量販店へと,販売先の方向が塗り替えられて

大規模化している｡これらに対応するためには,経営基

盤を強固にするための内部固めを図る必要がある｡

取り引きの拡大や大口資金を動かす大型取り引きには

利益管理が重要となり,その基盤ともなる原価計算の見

直しが求められている｡

3.1米穀卸売業システムの概要

米穀業界の現状の問題点は,コンピュータメーカーと

精米機器メーカーがそれぞれ別にシステムを構築してい

ることである｡そのため,精米業で求められる機能は,

制御系(精米生産)と情報系(基幹業務)のシステムの中間

に原価管理機能を設け,データ連携を行うことにより,

販売･仕入れ･在庫･製造･財務会計のトータルシステ

ムを構築することである｡

表1 精米生産制御系システムの開発ステップ

精米生産システムの開発を段階的に示す｡

仕入れ先

箇

畦

本社横能

匝司〔垂〕

〔垂〕画

囲口重〕

原価管理

精米工場機能

製造

販売先

団

精米

図2 精米業全体システムのイメージ

精米生産システムと基幹業務システムとの連携としての原価管

王里の位置づけを示す｡

精米業全体のシステム構成を図2に示す｡

株式会社ライスワールドのシステムを例として,その

制御系システムと情報系システムについて以下に述べる｡

3.2 制御系(精米生産)システム構築のポイント

(1)構築コンセプト

制御系コンセプトでは,原価管理に必要な在庫データ

と作業実績を,精度の高いデータとして情報系に通知す

第1ステップ 第2ステップ
機
能
･
効
果

入荷実績収集(POP端末によるペーパレス)

作業実績収集(同上)

計量データ管理(計量器からリアルタイムにデータ収集)

在庫管理(計量器から直接データ収集)

作業計画作成､管‡里(サーバによるデータ管理)

製造設備の自動制御(工場ラインをPCSで自動制御)

設備の集中管理(中央監視でラインを集中制御)

計画生産(管理端末で計画と実績を中央監視)

方法

在庫管理精度の向上

製造工程の一元管理

日報の電子化(ペーパレス)

製造現場聞手妾業務の改善

製造現場の合理化

現場作業の効率化

混米作業の均一化

管理端末

イーサネット*

制御サーバ

シーケンサ

智
重

器

POP端末

凰8

構
成

管理端末

イーサネット

制御サーバ

シーケンサ

智
里

器

搬

送

機

POP端末

CPUリンク

タ

_/

ク

シーケンサ

彗
星

器

精
米

機

POP端末

タ
ノ

ク

注:略語説明ほか POP(PointofPurchase),PCS(ProcessControIStation),CPU(CentralProcessingUnit)

*イーサネットは,宮士ゼロックス株式会社の商品名称である｡
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ることを目的として構築した｡また,投資常用とリスク

の分散を可能とするシステムを実現した｡

(2)システム構成

制御系システムは,ライン設備に対しての柔軟性,段

階的システム構築の可能性,拡張性および保守性を重視

して,LAN(イーサネット)を使ったC/S構成とした｡

(3)機能,効果,構築ステップ

今回の第1ステップで現場運用の改善と原価管理の実

現を図り,第2ステップで生産現場の合理化と効率化を

図って競争力のある精米工場を実現する(表1参照)｡

情報系サーバ

"FLORASMド'

[コ

情朝系

情報系端末PC
"FLORA”

[コ

イーサネット

情朝系端末PC
"FLORA”

[コ

ルータ

POP端末×3

入荷張り込み

玄米混米

白米弓長り込み

破袋返品

[コ

工場内管理端末PC

匝]

計量器 ×4 計量器 ×2

白米混米

搬送制御盤

[::::コ

＼
インタロック信号
Dl/0

入荷,張り込み,玄米混米 フレコン

FLORA

計画修正,追加

計量器 ×8

3.3 情報系システム(基幹業務)構築のポイント

3.3.1システム構築

情報系システム(基幹業務)は,パソコンサーバによる

ORACLEデータベース削)を適用したC/Sで構成する｡

Windowsシステム如)による,将来の拡張性を意識した

システムを実現する｡

3.3.2 機能の概要

制御系システムとのデータ連携を強化し,受注,発注

仕入れ,生産計画･製造,品質管理,在庫管理,墳価管

理および財務会計をサポートする統合システムを構築す

る(図3参照)｡

制御系

制御系サーバ

"FLORASA”

入荷予定,実績
品質データ

作業実績
タンク在庫

製品完成データ

作業指示

作業実績
計量器データ [コ

日章臥月報

事務所内

管理端末PC

"FLORA”

[コ

POP端末×2

塊(とう)精

白米混米
プレコン

白米混米

制御盤

[::::コ

回
搬送制御盤

⊂::コ

インタロック信号
Dl/0

境精(精米,精選),白米混米

注:略語説明 Dl/0(Digita=npuVOutput),PC(PersonalComputer),フレコン(フレキシブルコンテナ)

図3 精米業全体のシステム構成

精米業を構成する情報系システム(基幹業務)と制御系システム(精米生産)とのデータ連携手順を示す｡
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工程管理

在庫管理

歩留り管理
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情報系(基幹業務)システムのポイントを以下に示す｡

(1)生産実績情報(生産制御系システム)と連携し,実績

情事馴又集の省力化を図る｡

(2)製品･仕掛かり品のロット単位による原価計算を

行う｡

(3)会計･財務システムも連携し,原価計算と月次決算

の効率化･迅速化を図る｡

(4)表計算ソフトウェアの活用により,蓄積データの分

析を行う｡

3.3.3 特 徴

特に,このプロジェクトの目的である,より精度の高

い原価管理を実現しており,部門別･取引先別･商品別

の損益管理を徹底し,営業政策を迅速に,かつこまやか

に反映させることが可能になっている｡

原価情報の機能概要を以下に示す｡

(1)原料費算出:計量機からタンクの受け払い実績を集

計し,製品ごとの製造情報を作成する｡

(2)見積原価設定:見積原価情報を使用することによ

り,月中の製品原価を算出する｡

(3)原価設定登録:製品レシピ情報から,工程と原料の

原価を計算する｡

(4)製造配賦設定:工程の経曹を配月武することにより,

製造工程ごとの原価を把握する｡

(5)経費配賦設定:経理から製造原価の科目を配賦する｡

4.おわりに

ここでは,生鮮卸売市場での行政の整備事業を通した

情報化の進め方,および米穀卸売業の精米生産制御シス

テムと情報システムの連携の進め方について述べた｡

※1)ORACLEは,米国Oracle Corporationの登録商標で

ある｡

※2)Windowsは,米国およびその他の回における米国

Microsoft Corp.の登録商標である｡
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卸売市場は多数の企業団体から構成し,それぞれの役

割を担っている｡市場全体の機能を高度化し,有機的な

連携を図ることにより,市場経由率が向上し,大型化す

る小売業の期待に十分対応できるものと確信する｡また,

米穀業界でも流通ルートの変化が著しい中,合理化の一

環としで情報系と制御系の総合的な連携を図ることが重

要であり,臆価管理システムを中心としたデータ連携に

よって実現したことを構築事例で示した｡

今後も,卸売市場などの分野を含めた,農業を取り巻

く先進的な中間流通システムについて,総合的に技術を

開発していく考えである｡
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